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82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

■下仁田町役場

■保健センター

■下仁田町公民館

■下仁田厚生病院

■荒船の湯

■ふるさとセンター

■下仁田町自然史館

■防災無線電話応答サービス

q
q
q
q
q
q
q
q

在
宅
重
度
障
害
者

介
護
手
当

探
鳥
会
の
開
催
に
つ
い
て

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

自
衛
管
採
用
試
験
案
内

恋
に
ゃ
く
手
作
り

参
加
者
募
集

�
町
で
は
、
在
宅
の
重
度
障
害
者

を
介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
手

当
を
支
給
し
ま
す
。
年
齢
３
歳
以

上
で
﹇
障
害
者
の
範
囲
﹈
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
﹇
支
給
要

件
﹈
の
全
て
を
満
た
す
方
を
介
護

し
て
い
る
方
で
申
請
し
て
い
な
い

方
は
、
８
日
（
金
）
ま
で
に
役
場

健
康
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
障
害
者
の
範
囲
　

・
両
上
肢
、
両
下
肢
、
体
幹
機
能

に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持

者
（
片
上
下
肢
の
障
害
、
両
上
下

肢
で
も
比
較
的
程
度
の
軽
い
障
害

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
�療
育
手
帳
A
所
持
者

▽
支
給
要
件

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
３
ヶ
月

以
上
居
住
す
る
方

・
群
馬
県
在
宅
重
度
障
害
者
介
護

手
当
、
下
仁
田
町
介
護
慰
労
金
を

受
給
し
て
い
な
い
方

・
下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
に
通
所

し
て
い
な
い
方

・
入
所
、
短
期
入
所
、
入
院
等
に

よ
り
家
庭
を
離
れ
た
期
間
が
１
０

０
日
以
内
で
あ
る
方

▽
手
当
額

・
年
額
２
万
円

�
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
福
祉
係
 

内
線
３
２
６
　

　�
日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部
で

は
、
富
岡
甘
楽
地
区
の
住
民
を
対

象
と
し
た
探
鳥
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月

１６
日
（
土
）

▽
場
所
　
大
塩
湖
（
富
岡
市
南
後

箇
）

▽
集
合
　
大
塩
湖
堤
防
西
側

▽
時
間
　
午
前

１０
時
（
雨
天
中
止
）

▽
参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

▽
案
内
者
　
日
本
野
鳥
の
会
会
員

▽
コ
ー
ス
　
大
塩
湖
の
周
り
を
歩

い
て
、
カ
モ
た
ち
を
中
心
に
観
察

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
日
本
野
鳥
の
会

群
馬
県
支
部
　
q
０
２
７
ー
３
２

５
ー
５
２
１
１

「
歯
周
病
と
健
康
長
寿
」

▽
講
師

新
潟
大
学
大
学
院
　
医
歯
学
総
合

研
究
科

教
授
　
吉
江
　
弘
正
　
先
生
（
旧

吉
井
町
出
身
）

▽
日
時
　
３
月

１０
日
（
日
）

午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

▽
場
所
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル

▽
主
催
　
富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会

▽
共
催
　
下
仁
田
町
、
富
岡
保
健

福
祉
事
務
所
、
富
岡
市
、
南
牧
村
、

甘
楽
町

＊
入
場
無
料

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
富
岡
甘
楽
歯

科
医
師
会
事
務
局

q
０
２
７
４
ー
６
２
ー
１
７
０
６

●
幹
部
候
補
生

▽
受
験
資
格

　
２０
歳
〜

２６
歳
未
満

▽
受
付
期
間

　
平
成

２５
年
２
月
１
日
〜
４
月

２７

日
ま
で

▽
試
験
日
（
一
次
）

　
平
成

２５
年
５
月

１２
・

１３
日

●
自
衛
官
候
補
生
受
験
資
格

▽
受
験
資
格

　
１８
歳
〜

２７
歳
未
満

▽
受
験
資
格

　
平
成

２５
年
１
月

１５
日
〜
２
月
１

日
ま
で

▽
試
験
日
（
一
次
）

　
平
成

２５
年
２
月

２６
日

●
予
備
自
衛
官
補

▽
受
験
資
格

　
１８
歳
〜

３４
歳
未
満

▽
受
付
期
間

　
平
成

２５
年
１
月

１１
日
〜
４
月
４

日
ま
で

▽
試
験
日

　
平
成

２５
年
４
月

１３
日
〜

１６
日
の

間
の
一
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
　
高
崎
地
域
事
務
所

高
崎
市
あ
ら
町
５
ー
５

q
０
２
７
ー
３
２
６
ー
１
７
６
１

　
下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部
で
は

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
企
画
と
し
て

「
恋
に
ゃ
く
手
作
り
体
験
」
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月

１０
日
（
日
）
午
前

１０
時
か
ら

▽
場
所
　
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体

験
道
場

▽
参
加
費
　
５
０
０
円

▽
定
員
　
先
着

５１
名

▽
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
商
工
会

q
８２
ー
３
２
０
６
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林
野
火
災
予
防
に
つ
い
て

２
月
期
の
児
童
手
当

お
で
か
け
く
だ
さ
い

２
月
７
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」
で
す

　
今
は
林
野
火
災
の
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
特
に
５
月
初
旬
ま

で
は
空
気
が
乾
燥
し
、
下
草
も
燃

え
や
す
い
季
節
で
、
富
岡
森
林
事

務
所
管
内
で
最
も
林
野
火
災
が
多

い
時
期
で
す
。
森
林
所
得
者
・
森

林
周
辺
の
農
作
業
者
・
林
野
内
の

作
業
者
・
入
山
者
等
の
方
々
は
左

記
の
事
項
に
十
分
ご
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
枯
れ
草
等
の
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
の
た
き
火
は
し
な
い
。

●
た
き
火
等
火
気
の
使
用
後
、
そ

の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に

消
火
す
る
。

●
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
た
き

火
を
し
な
い
。

●
火
入
れ
を
し
な
い
。

●
野
外
で
の
喫
煙
は
、
必
ず
携
帯

用
の
灰
皿
を
使
用
し
、
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
は
投
げ
捨
て
な
い
。

▽
連
絡
先
　
富
岡
森
林
事
務
所
総

務
森
林
係
　
q

６２
ー
１
５
３
５
　

　　
２
月
８
日
（
金
）
に
各
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
振
込
通
知
は
申
請
等
に

よ
り
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の

み
送
付
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
福
祉
係
（
内
線
３
２
６
）

　
「
荒
船
の
湯
」
で
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
【

１５
人
以
上

２８
人
ま
で
】

▽
開
館
時
間
　
午
前

１０
時
〜
午
後

８
時

▽
定
休
日
　
月
曜
日
（
祝
祭
日
の

と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

▽
利
用
料
金
　
町
民
３
０
０
円
（
時

間
制
限
な
し
）

▽
お
問
い
合
わ
せ
先
　
荒
船
の
湯

q
６０
ー
６
０
０
４

「
北
方
領
土
の
日
」
は
、
昭
和

５６

年
１
月
の
閣
議
了
解
に
よ
り
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
北
方
四
島
の
帰
属
問

題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結

す
る
と
う
い
う
我
が
国
の
基
本
方

針
の
下
、
返
還
実
現
に
向
け
て
、

外
交
交
渉
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
一
人
ひ
と
り
が
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
、
政
府
と
国
民
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

緊急雇用　臨時職員募集

　町では離職を余儀なくされた非正規労働者や
中高年失業者等を対象に次のとおり職員を募集
します。

仕事内容　野猿の追払い（花火等の使用及び林
地等への追い上げ）・野生鳥獣の出
没しづらい環境整備（藪の下草刈り
等）

募集人員　２名
雇用期間　平成２５年３月～平成２５年８月の６か月間
　　　　　月１５日程度（野猿の出没状況により

変則時間勤務）
賃　　金　日額８,０００円
保険関係　労働保険加入（労災保険、雇用保険）
申込期間　２月１８日（月）まで、申込時履歴書を提

出。後日面接により選考
資　　格　普通自動車免許、安全衛生教育をす

でに取得の方は優遇、無い方は自費
にて取得していただきます。

申込み・問い合わせ
産業振興課農林係　q８２-２１１１（内線３４４）

緊急雇用　臨時職員募集

　町教育委員会では学校支援員を募集します。

業務内容 町立小中学校での学習支援及び学校    
　　　　　図書館事務等
募集人員　小学校１名、中学校１名
賃　　金　日額　６,１００円
保険関係　社会保険・雇用保険・労災保険加入
採用期間　平成２５年４月１日より１年間
申込手続　市販の履歴書に必要事項を記入（写

真を貼付）のうえ教育委員会学校教
育係に提出してください。

申込期間　平成２５年２月４日（月）から
　　　　　平成２５年２月２８日（木）まで
面 接 日　別途連絡します。
そ の 他　今回の募集に際しては、群馬県緊急

雇用創出基金事業を活用しておりま
す。

　　　　　以前に上記基金事業により群馬県や
他市町村に１年以上雇用された方は
募集対象となりません。

　　　　　詳細な業務内容・雇用条件・申込手続
き等は下記にお問い合わせください。

教育委員会学校教育係　q８２-２１１１(内線７１１)
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�下仁田町商業協同組合主催による下仁田町小中

学校生徒絵画作品展「まちじゅう美術館」が２月６日

（水）から３月６日（水）まで開催されます。

　今回の「まちじゅう美術館」開催については、下

仁田小・中学校のご協力をいただき、児童・生徒の

絵画作品を展示することになりました。どの作品も

素晴らしい感性に輝き選び抜かれたものばかりです。

お買い物がてらに、各店内にてご鑑賞ください。

文化
ホール

上町公会堂

赤レンガ
倉庫

1

6

3 14 15 16

4 24
19

20

17

22

18

7 13

8

10

5

12

下仁田駅

2信用組合

群馬銀行 下仁田町商工会

Aコープ

郵便局

9

信用金庫

21

23R２５４

下高 佐藤医院

佐俣　琉貴

岡野　雄太

瀧上ファーティマ美樹

金井　健太

佐藤　寛太

佐藤　直宗

藤田　　睦

高田　紅音

坂本トラジ

黒澤　倖菜

神谷　綾太

茂木もも花

神宮　　陽

高橋　祈来

生方　海志

岩井　由佳

岩淵　陽祐

下山　佳祐

岡野　由奈

園部　峻也

岩井紗里花

坂本　　稔

三輪白希香

清水明日香

石井　瑛士

齋藤　瑞葵

松浦萌々子

小井土桜

矢越　恋華

臼田明日渡

永井　健太

森下　　竣

神戸　小雪

神宮　千春

清水　大輔

大井田知美

岡野　真士

山田佳寿美

永井　　歩

牧野　未季

小井土恵一

永井　健太

有賀謙吾

吉光寺亜弥

上原千李花

荻野　真妃

工藤梨夏子

福田　帆輪

茂木　涼介

村木ひかる

茂木　　聖

清水　大輔

荻野　真妃

長岡　柚希

新井　沙輝

上原千李花

岩井美央梨

岩井飛加梨

谷　朱里

松原　伊吹

瀧上ファーティマ美樹

小山　美里

小林　理香

藤田　　睦

赤岡　香里

佐藤　直宗

佐藤　　光

吉澤　　佳

下小１

下中３

下中３

下中３

下中３

下中３

下中３

下小５

下小１

下小１

下小２

下小２

下小３

下小３

下小４

下小４

下小５

下小６

下中１

下中２

下小５

下小６

下小３

下中１

下小１

下小２

下小３

下小４

下小４

下小５

下小５

下小６

下小６

下中１

下中１

下中２

下小６

下中２

下中１

下小５

下小６

下中２

下小４

下小４

下中２

下中１

下小４

下中２

下中１

下中１

下中１

下中１

下中１

下中１

下中２

下中２

下中２

下中２

下中２

下中２

下中３

下中３

下中３

下中３

下中３

下中３

下小２

下小４

茂木時計店

群馬県信用組合

森川酒店

群馬銀行

マルイ洋品店

ヨシザワ洋品店

桜井電気商会

新彦商店

しののめ信用金庫

かしわや

カシワヤ薬局

蝋山酒店

下仁田町商工会

たかはし

鈴木電機商会

ゑびすや米穀店

金子酒店

大井田薬局

飯塚時計店

花のたかはし

下仁田郵便局

寝具の大島

紙屋

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

No

２０

２１

２２

２３

２４

作品生徒氏名 作品生徒氏名 作品生徒氏名学年 学年 学年参加店 参加店 参加店No No

第13回
「まちじゅう美術館」

開催!!
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平
成
２３
年
度
人
権
尊
重
作
文
小
学
生
の
部
優
秀
作
品

※
掲
載
者
の
学
校
、学
年
は
平
成
２３
年
度
の
も
の
で
す

 

「
言
葉
の
壁
を
越
え
て
」下

仁
田
中
学
校
３
年
　
神
戸
　
美
紅

　
二
年
前
に
、い
と
こ
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
た
台
湾
の
大
学
生
が
、今
年
の
夏

休
み
に
遊
び
に
来
ま
し
た
。

　
初
め
て
話
し
た
と
き
よ
り
も
、日
本
語
が
上
手
に
な
っ
て
い
て
、少
し
は
話
が
通

じ
た
も
の
の
、や
は
り
自
分
が
本
当
に
聞
き
た
い
こ
と
や
、言
い
た
い
こ
と
な
ど
が
思

う
よ
う
に
相
手
に
伝
え
ら
れ
ず
、一つ一つ
の
会
話
が
と
て
も
困
難
で
し
た
。

　
台
湾
語
は
、中
国
語
と
は
多
少
異
な
り
、日
本
語
の
漢
字
な
ど
と
似
て
い
る
た

め
、漢
字
を
紙
に
書
い
た
り
し
な
が
ら
会
話
を
進
め
て
い
く
と
、日
本
の
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
や
、タ
レ
ン
ト
な
ど
が
好
き
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
言
い
た
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、悩
ん
で
い
た
私
は
、共
通
の
話

題
が
あ
り
、そ
れ
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
合
え
る
こ
と
に
と
て
も
大
き
な
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、相
手
は
、日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
び
、日
本
語
も
頑
張
っ
て

覚
え
て
日
本
に
来
た
の
に
、私
は
台
湾
の
言
葉
や
文
化
を
調
べ
た
り
、学
ん
だ
り
せ

ず
に
、迎
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
き
っ
と
英
語
が
通
じ
る
だ
ろ
う

な
あ
と
私
自
身
が
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
英
語
は
当
た
り
前
に
勉
強
し
て
い

る
の
に
、他
の
国
の
言
葉
は
勉
強
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
た
と
き
も
、主
体
は
英
語
で
し
た
が
、現
地
の
人
が
使
っ
て
い

る
タ
ガ
ロ
グ
語
と
い
う
言
葉
の
存
在
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
上

で
も
、調
べ
た
り
勉
強
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、英
語
を
理
解
す

る
こ
と
さ
え
困
難
な
私
に
、い
ろ
い
ろ
な
言
語
を
覚
え
る
の
は
無
理
だ
と
わ
か
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
国
の
人
を
避
け
た
り
、偏
見
を

持
つ
こ
と
は
と
て
も
失
礼
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
外
国
の
方
が
日
本
に
来
た
と
き

に
、た
と
え
ど
ん
な
国
の
人
で
あ
っ
て
も
、そ
の
人
を
少
し
で
も
理
解
し
よ
う
と
す

る
心
や
、温
か
く
も
て
な
す
と
い
う
気
持
ち
が
持
て
た
ら
、自
分
の
世
界
観
も
百
八

十
度
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　
台
湾
の
大
学
生
は
、一
週
間
近
く
泊
ま
っ
て
い
た
の
で
、そ
の
間
に
私
は
、少
し
で

も
台
湾
の
言
葉
を
覚
え
よ
う
と
思
い
、電
子
辞
書
を
使
っ
た
り
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

り
し
て
、簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
表
現
を
学
ん
で
み
ま
し
た
。
日
本
語
に
は
な
い
発
音

が
あ
っ
た
り
、同
じ
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
り
し
て
、思
っ
て
い
た
以
上
に
大
変
で
し

た
。
し
か
し
、台
湾
の
言
葉
で
話
し
か
け
た
ら
、と
て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か

べ
な
が
ら
返
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
の
国
の
言
葉
に
少
し
で
も
興
味
を
持

ち
、学
ん
で
く
れ
る
こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、私
が
一
番
思
っ
た
の
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
留
学
な
ど
で
は
な
く
、私
た
ち

日
本
人
の
こ
と
を
信
頼
し
て
、遊
び
に
来
て
く
れ
た
こ
と
が
、一
番
嬉
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
大
学
生
は
、来
て
か
ら
帰
る
ま
で
、何
回
も
「
ニ
ホ
ン
、ダ
イ
ス

キ
」
と
、と
び
き
り
の
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、日
本
は
海
外
か
ら
と
て
も
信
頼
さ
れ
て
い
て
、た
く
さ
ん
の
外
国
の
方
が
移

住
し
て
き
た
り
、旅
行
に
来
て
い
ま
す
。
震
災
が
あ
っ
た
と
き
も
、様
々
な
国
が
助

け
て
く
れ
た
り
、応
援
し
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
に
、世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
、そ
し
て
日
本
人
が
、今
よ

り
も
っ
と
偏
見
や
先
入
観
を
取
り
払
っ
て
、一
人
一
人
が
海
外
の
方
達
を
歓
迎
す
る

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
、私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
言
葉
の
壁
は
、高
く
大
き
い
け
れ
ど
、心
の

壁
は
自
分
た
ち
で
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、絶
え
ず
心
の
壁

を
小
さ
く
し
、誰
と
で
も
、ど
ん
な
国
の
、ど
ん
な
言
葉
を
話
す
人
と
も
、心
を
開

き
合
い
、お
互
い
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
、台
湾
か
ら
来
て
く
れ
た
大
学
生
の
二
人
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
ま
で
の
私
の
心
の
中
に
は
な
か
っ

た
何
か
が
私
の
心
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。


